
　　院内での医用情報共有に向けて　手術室提案

シャウカステンから医用モニタへ 

 

特長 

 

１．一般的なシャウカステンと同じサイズ（半切3枚掲示） 

  W：1185mm × H：1045mm × D：188mm 
 

２．ユニット内に46型モニタ及びPCを収納可能 
 

３．LAN配線、電源設置が可能 
 

４．手術室気密を高めるためユニット内に開口部なし 
 

５．前面をアクリル板で保護し清掃・消毒可能 
 

６．不使用時にはフラップ式蓋を閉じ突起物なし 
 

７．使用時はフラップ式蓋が棚板となり 

  キーボード・マウス操作可能 
 

８．モニタ不具合時も全面から交換可能 

大型モニタのよる医用画像のマルチビューイングへ 

 

特長 

 

1.タイムラインを合わせた術野カメラ画像や医用画像を分割表示可能 
 

2.複数の画像を集約することで他室の検査状況も表示可能 
 

3.複合画像は複数作成可能 

 

※画像はカテ室での例となります。 

術野カメラとネットワーク配信記録装置 

 

特長 

 

１．手術映像の録画・管理が、シンプル・確実に 

  手術映像は、ハードディスクに長時間一括保存が可能 

  ※2TBでハイビジョンが約660時間/SD映像が1320時間記録可能 

  「先生個人管理HDD」と、「手術録部管理ＨＤＤ」へ同時に記録も可能 
 

２．録画映像の管理・編集が簡単に 

  録画されたデータを、「mac用の変換」、必要な部分だけの 

  「学会用のWMV取り出し」、が簡単な操作で可能 
 

３．静止画の印刷が可能 

  説明用の「画像取り出し」が可能 
 

４．術野ライブに対応 

  ライブ配信機能で手術室の術野映像をリアルタイムに離れた部屋で視聴可能 

  チーム医療・情報共有に有効 

  ※配信用のネットワークが必要 

動画編集機能 

データ変換機能 

先生がお使いのmac（.mp4）や

WindowsXP（.wmv）データ形

式にも変換が可能 

オンラインストレージ機能 

Evernoteやdropboxといったオ

ンラインストレージサービスにデータ

変換・転送が可能 

ライブ映像モード 

手術室とネットワークが繋がっ

ていれば、ライブを確認可能 

編集モード 

コンテンツをクリックすれば 

簡易編集モードが起動。 

コンテンツ管理画面 

ローカル記録されている映像データをサムネ

イル表示で一覧表示されて、管理が可能 

動画管理パソコン 

特長 

 

1.ＨＤＤに保存された映像データを管理するためのソフトウェアにて 
 

2.サムネイル一覧での管理や、動画の簡易編集・静止画取り出し・一覧印刷・にも対応 

 MAC用のデータ書き出し等に対応し、先生がお使いのＰＣで使用できるデータにあわせた変換も可能 

ネットワーク配信記録装置とマルチビューイングの組み合わせでの 

院内情報の共有化へ 

 

特長 

 

1.タイムラインの揃った複合画像を院内ネットワークを介し配信 

 ⇒院内で常に情報を共有することができ、緊急事態にも迅速な対応が可能 
 

2.今まで難しかったタイムラインを合わせた複合画像の録画が可能 

 ⇒学会での発表、患者様やご家族への説明、院内カンファレンスにも活用可能 
 

3.院内ライブでの活用が可能 

 ⇒ライブ設営業者なしに院内でのライブを実現可能に 


